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甲子園ホテルの企画・設計理念の背景 その 2 
―「利他」を視点とした同時代の計画案との比較から― 
 








































































































































































らなる用地買収が進み、1930 年代半ばには総面積は 42 万 4900 坪(約 12.9ha)となり、もと
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図 3-1 大屋霊城（1890-1934） 















































































































































































































































































































































節に撮った写真であろう。前方には籠に編んだ繭（図 3-4 とほぼ同じのものと考えられる） 























図 3-5 スヘヴェニンゲンの桟橋(オランダ、デン・ハーグ) 























図 3-5 スヘヴェニンゲンの桟橋(オランダ、デン・ハーグ) 








































































 しかしながら、図 3-7 からも推察されるように、これらのアクティヴィティは、新世界
にみられるような高密度の施設配置において展開するのではない。大屋は次のように述べ
ている。 
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 図 4-1 甲子園ホテル 3階の屋上テラスとそこから南北に得られる眺望 
北側：六甲山の山並 南側：白砂青松の海岸


















































































ル 2室とをつないで一つのクラスターを形成している（図 4-3）。 
また、宿泊や食事の料金は、関西の高級ホテルの中では抑え気味だったようである。開















































































































































































































































紙を書いている。日付は、1929 年 5 月 8 日であ
る。ホテルの開業が1930年4月15日であるから、
完成までに一年を切っている。また、1929 年 5


















約 75 室、1800 坪の中規模ホテルです。－半分は、日本式と西洋式 2 室のスイートで、

























































































































































































図 4-8 甲子園球場建設前の枝川両岸の松林(右側)・申川(左側)両岸の松林 
(2)灌漑用貯水池としての大湯池 
 甲子園ホテルに南面し、庭園の一部となり、滞在客による舟遊びが行われた大湯池は、
ホテルのリーフレットには crystal-clear lake として紹介されている（図 4-4）。清冽な水
をたたえた池であったことが想像される。同時にこの池は、渇水時には、周辺の田畑に農
業用水を供給するという役割を担っていたことが、以下の新聞記事からわかる。日付が、



















「道路や水路敷地用の 2 万 596 坪を除く 22 万 4000 坪について、総額 410 万円を約 6 年間
に計 7 回の分割払いで支払うというもので、これに加えて廃線敷地の整備と農業用水路の
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図 5-3 武庫川女子大学甲子園会館庶務課所蔵のリーフレットをもとに筆者作成 
図 5-4 武庫川女子大学甲子園会館庶務課および広報室所蔵写真をもとに筆者作成（塔の上の 
人物が誰かは不明） 
図 5-5 武庫川女子大学甲子園会館庶務課所蔵 
図 5-6 A, AE%97%E3%80%80%E6%95%A3%E6%9D%96+%E3%80%80%E5%A1%97%E9%A6%99%E5%99%A8% 
E3%80%80%E6%B4%92%E6%B0%B4%E5%99%A8&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=0ahUKEwj
I9t_pmvvcAhVDzbwKHRTtDacQ_AUICigB&biw=1706&bih=1182#imgrc=mbKDcriGlts1nM: 
B, https://engyoji-wedding.com/butsuzenshiki/ 
C, http://d.hatena.ne.jp/monksiiru/20140507/1399454526 
114
